MN7320 Version 1.13 
追加機能説明書 

NTT-ME 


MN7320 の Ver1.13 の追加機能について説明します。 
対応概略はな下の通りです。 


=追加機能= 

1 . PPPoE マルチセツシヨン対応機能追加 

2. UPnP NAT 情報自動消去 

3. おまかせ設定に 「TOHKnet」 を追加 



第 1 章 PPPoE マルチセツシヨン機能 


1-1 はじめに 


1つのプロバイダのみ利用する場合 

付属の「インターネットおまかせ設定ガイド」を参照してインターネットに接 
続するための設定を行ってください。 

詳細設定で設定内容を変更する場合、もしくは PPP 認証プロトコル （PAP/ 
CHAP) の固定設定を変更する攝合は、本追加機能説明書「1-目. PPPoE で1つ 
のプロバイダのみ利用する（サブセッションは利用しない）」を参考にしてく 
ださい。 


主意 1つのプロバイダのみ利用する場合は、メインセッションのみを設 
定し、サブセッションには何も設定しないでください。付属のマニュ 
アルも併せて参照してください。 


サブセッションを利巧する場合 

な下の手I愼「1-2」〜「1-5」にしたがって設定してくださし、。 


1-2 PPPDE マルチセッションとは 

MN7320 は、同時に複数の PPPoE 接続相手巧との通信が可能な PPPoE マル 
チセッションに対応しました。 PPPoE マルチセッションとは、複数の PPPoE 
アカウントを使ってそれぞれ異なるネットワークに接続できる機能です。本製 
品は、最大8 つの PPPoE セッションに同時接続することができます。（最大8 
セツシヨン サポート） 
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1-3 PPPoE マルチセッションが利用可能な ADSL サービス 


PPPoE マルチセッションを利用するためには、接続手段が PPPoE であること 
け外に、1つの ADSL 回線で權数の PPPoE セッションをサポートするブロー 
ドバンドサービスであることが必須条件です。 NTT 東日本、 NTT 西日本のフ 
レッツ - ADSL がこれに対応しています。 

フレッツ- ADSL は NTT 東日本エリアで最大2セッション、 NTT 西日本エリ 
アで最大日セッションが利用可能です。（平成1日年3月現な） 

詳しくは NTT 東日本. NTT 西日本のホームページなどで確認してください。 


•ミ 主意 サブセッションへの接続は、權数の PPPoE セッションを同時に使用 

できる ADSL サービスにおいてのみ利用することができます。それ 
な外の ADSL サービスをご利用の場合は、絶対にサブセッションを 
設定しないでください。 


令メモ 本その他の PPPoE 接続サービスに関しては、サービス事業者に確認し 
てください。 

本一般的に同じ PPPoE アカウントを利用して2つむ上の PPPoE セツ 
シヨンを權立することはできません （2 番目の接続動作がプロパ 
イダから2重ロダインとみなされるため）。従って、2個な上の 
PPPoE アカウントが必要になります。 


14 MN 7320 の PPPOE マルチセッション仕様 

MN 732 日では、接続先設定 N0.1 (接続先 1) をメインセッション、それむ外の 
接続巧をサブセッシヨンと定義します。 


MN 7320 のマルチセッション機能仕様はな下の通りです。 

•同時接続可能セッション数： 8セッション 

•マルチセッション対応動作モード： NAT ルータ、 IP ルータ、 GapNAT 、 

マルチ GapNAT 

•メインセッション、サブセッションとも Unnumbered 接続が可能 
. サブセッションの動作モードは、メインセッションで設定した動作モードと 
同じになります。 

- MN 7320 のエ塌出荷時状態でサブセッションにな下の内容がプリセット 
サブセッション1:フレッツ•スクウェア （ NTT 東日本エリア） 

サブセッション2 :フレッツ-スクウェア （ NTT 西日本エリア） 

サブ セッシヨン 3 : BR 0 BA 


餐メモ * サブセツシヨンを Unnumbered 設定にした場合には LAN 側に IP ア 

ドレスを權数持ち、權数の固定 IP サービスを接続することができます。 


* MN 7320 前面の PPP ランプはメインセッションの状態のみを表示します。 
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本サブセッションの状態を巧るためには設定画面の機器が態.ログ画 
面を参照する必要があります。 

本「フレッツ•コネクト」などのサービスを使用する塌合は、インセッ 
シヨンで接続するぶ、要があるため、プロバイダとの同時接続はでき 
ません。 


本 GapNAT 通過制限、 NAT アドレス変携、 NAT アドレス.ポート変換、 
IP フイルタについてはすべてのセッションについて設定が可能ですが、 
ワンタッチ設定については；"^インセッションのみが巧象となります。 

* PPPoE マルチセッション機能は MN 7320 を PPPoE で設定した攝 
合のみ利用可能です。 PPPoA 、 モデム（ブリッジ)、 IPoA で設定し 
た場合には有効ではありません。 

本 PPPoE な外の設定内容を編集した場合、サブセッションの設定メ 
ニューは表示されません。 

本 UPnP 対応アプリケーションはサブセッションでは利用できません。 


(1) 送信先の振り分け 

送信巧の振り分けはな下の方法で行います。 

サブセッション毎に接続ルールを設定し、これに従って使用するセッションを 
決定します。 

WAN 側へのパケット送信時に各サブセッション毎に設定された接続ルールを 
参照し、ルールに合致したサブセッション上に送信が行われます。どのサブセッ 
シヨンの接続ルールにも合致しなかったパケットはメインセッション上に送信 
されます。 


このため、 

. メイン セッション： プロバイダ（インターネット）への接続 
. サブセッション：フレッツ- スクウェアや BROBA などへの接続 
というのが最も一般的な使巧方法となります。 


がメモ * 複数のサブセッションの接続ルールに合致する攝合は、サブセッショ 

ン1ーサブセッション2 一.. •ーサブセッション8の順番で優先 
されます。 


* サブセツシヨン接続ルールは、原則としてそのセツシヨンが PPP 接 
続完了している場合のみ有効となります。 
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(2) サブ セッション 接続 ルールの 入力規則 

サブセツシヨン接続ルールの指定方法はが下の通りです。 


♦ ホスト名 


フル指定 

aaa . bbb . ccc . ddd . eee 、 aaa . bbb . ccc . ddd.eee のみ一致 J 

前方一致指定 

aaa . bbb . ["."で終了]または aaa . bbb . * + "* "で終了] 

(" aaa . bbb ." で始まるホスト名は全て一致） 

後方一致指定 

.ddcLeee [ で開始]または* . ddd.eee で開始] 

(". ddd . eee " で終わるホスト名は全て一致） 

ワイルドカ-ド指定 

aaa . bbb . * ddd.eee 

(" aaa . bbb ." で始まり " ddd . eee " で終わるホスト名は全て一致） 


-ホスト名は最大63文字です。 

•"半"は1つのみ使用できますが、ホスト名が"."で始まる場合または"." 

で終わる攝合は使巧できません。 

-空白の攝合は檢索対象外となります。 


♦送信先 IP アドレス、送信元 IP アドレス 
• 4個まで指定できます。 

•個別指定、範囲指定、全指定 （"*") が可能です。 

•範團指定では最小値と最大値を"-"(ハイフン）でつないで入力します。 
(例）個別指定の攝合： 100.1.1.1 

範囲指定の場合：10日. 1.1.2-10 日. 1.1. 100 
-空白の塌合は検索対象外となります。 


♦プロトコル 

• 4個まで指定できます。 

• 1な上25日な下の数値、あるいは、予約済の名前（*， TCP , UDP ， ICMP ) 
で指定します。 

-空白の場合は検索対象外となります。 


♦送信先ポート番号 

.プ ロトコルが TCP または UDP の ものに ついてはポート 番号を指定できます。 
•個別指定、範團指定、全指定 （"*") が可能です。 

•範團指定では最小値と最大値を"-"(ハイフン）でつないで入力します。 

-空白の場合は検索対象外となります。 
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1-5 PPPoE マルチセッションを利用する 


マルチセッションを有効に活用するためにはいくつかのケースが考えられます。 
メインセッションは基本的にプロバイダで利用するとして、サブセッションを 
どのように活用するかということですが、 PPPoE セッションの利用例として 
はむ下のようなケースが想定されます。 


メインセッシヨン 
サブセッション1 
サブセッション2 
サブセッション3 
サブセッション4 


:プロバイダ A 
:プロバイダ B 
:フレッツ-スクウェア 
: BROBA 

:フレッツ-ダループアクセスプロ 


#"ミ主意 上記例では4セッションの利用例が記述されていますが、フレッツ • 

ADSL NTT 東日本エリアでは最大2セッションまでしか利用できま 
せん。（平成15年3月現な） 


ここでは、フレッツ•スクウェア、 BROBA 、 フレッツ•グループアクセスプ 
口を例に挙げて、 PPPoE マルチセツシヨンの設定例を解説します。 


(1) フレッツ■スクウェアを利用する 

プロバイダの PPPoE アカウントを1個しか持っていなくても、フレッツ- 
ADSL ユーザならば、ブロードバンドコンテンツサイトであるフレッツ-スク 
ウェアの PPPoE アカウントを無料で利用することができます。 

フレッツ.スクウェアは1つのセッションを専有するので、マルチセッション 
に巧応していない端末（マルチセッション未対応ルータなど）で接続する場合 
は、プロバイダとフレッツ-スクウェアの接続をその都度切り替えて利用する 
ことになります。 

マルチセッション対応ルータ （ MN 7320など）を利用した攝合は、プロバイダ 
で1つのセッション、フレッツ-スクウェアで1つのセッションをそれぞれ専 
有できるので、接続をその都度切り替えるぶ、要がなく、インターネットとフレッ 
ツ.スクウェアのコンテンツを同時に利用することが可能となります。 

利用方法は、基本的に;^インセッションはプロバイダ接続用で利用し、フレッ 
ツ-スクウェアはサブセッションで利用します。 

MN 7320 の工場出荷時の状態でサブセッション1にフレッツ•スクウェア （NTT 
東日本エリア）、サブセッション2にフレッツ•スクウェア （ NTT 西日本エリア） 
接続用の設定がプリセットされているので、む下の簡単な手順でフレッツ•ス 
クウエアに1つのセッションを専有して割り当てることができます。 

ド記手順の中で再起動を要求されたときは画面の指示にしたがって再起動して 
ください。 
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1 おまかせ設定を利用してフレッツ - ADSL に接続するための設定をします。 

※インターネットおまかせ設定ボイド、付属のマニュアル「第4章設定しよう」 
を参照 

〇 メニューフレームより[詳細設定]をクリックして詳細設定画面を表示します。 

〇「 N 0.1 omakase - FLETS 」 の行の[編集する]をクリックします。 

A メニューフレームより[接続先設定]をクリックします。 


接镜先設定 


心 回 


PPP over E 化 ern がをほ巧しているちさ、巧なの巧 • 倚ホと同時Iこ培掃することびできます。 

巧巧の巧信には巧掃を1 W インたッシヨン〉き巧用し、巧ちした特定の美件に一巧した巧合の 
み化の巧院ホ(サブたッシヨン)ぞほ用します。 

巧情ホの設定をををまたは肖り除するには、を号ぞク U ックしてください。 

巧巧先をち加するには、を棚のまちをク U ックしてください。 


白かなち 

稱こする 

しむい 
しむい 
しない 

已（サプ わ、ソショ V 4) 

6 (サブわッショ 'ノ 5) 

7 (サブわッションの 

8 (サブわッショ'刀) 


No. ~1備先のを巧 

1 W イ 'ノゎッショ'ノ) I 5 P 1 

2 (サブわ、 ソシ ヨン!) FletsSguare East 

3 (サブた ッシヨン 2) FletsSguare West 

4 (サブわ‘リシ3、 ノ 3) BR 0 BA 


5 NTT 東日本エリアの攝合は [ No .2 (サブセッション 1 )FletsSquare East ] 
をクリックします。 NTT 西日本エリアの塌合は [ No . 3 (サブセッション 2) 
FletsSquare West ] をクリックします。 

6 「 PPP 自動接続」で[常にする]または[必要時にする]にチェックします。[お 
要時にする]にチェックした塌合は PPP 自觀切断までの時間(分)を人力します。 

口 必要に応じてサブセッション接続ルールを編集します。 


P [設定]をクリックします。 

9 Web ブラウザのアドレスに http :// www . flets / を入力してフレッツ•スクウェア 
のホームページが表示できれば正常にサブセッションが確立されています。 
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接镜先設定 


No. 2けブ它ッ '>3 ン 1) 

巧窃モの:?!巧 E *® じ SquMe East] 

PPPI 獨[プロト。レ I 巧丰巧にあわせる 

ユ—ザの l^uest か lets j 

バスワード . . I 

バスつ-ドの艦入力！ . I 

PPP 自れ巧巧 ©お巧■る 

〇と‘里時 I こする— PPP 自わ切がまでの時聞 jo _ I か 

〇しな I ' 

PPP 巧简;たちを巧 I 巧ゎない v | 

PPPoE 巧巧ヴービスを [ ] 

PPPoE 巧病ブ-パる [ I 

IP アドレス IS 定方法 @PPP 巧巧 

〇 IP アト’レス}旨ち IP 巧’レ:^7スクち I ~ I yj I 

D 促サ-バアドレスI ] 


ヴづか ■r ンヨン巧巧ルール 

lU 下のすぺてのま件に一巧した巧さのみこの巧.椅巧をは巧しミす。 

(ホストるとを巧巧 W アドレスを巧で}旨宝した巧をけ、ど’ち6か一ちとその化の妄かび一巧した巧をIここの巧杨巧をほ巧します。） 
ホストを 

ま f きホ IP アドレス 

またIま 
また13 
また13 

さほ元 IP アドレス 

まには 
またIさ 
また13 


.{lets 


令メモ * サブセッション接続ルールについては、本追加機能説明書 
「 1-4. MN 732 日の PPPoE マルチセッシヨン仕様」の「(2)サブセッシヨ 
ン接続ルールの入力規則」を参照してください。 

* サブセッションの接続が態は、設定画面のメニューフレーム[機器状 
態•ログ]で權認できます。 

本フレッツ•スクウェアに関しては、む下のホームページを参照するか、 
NTT ま日本、 NTT 西日本にお問い合わせください。 

NTT 東日本ホームぺージ h _ ttp :// www . ntt ;- east . co . jp / flets / 

NTT 西日本ホームぺージ h _ ttp :// www . n な- west . co . jp / flets / 
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に） BROBA を利用する 

マルチセッションの利点を積極的に活用することができるプロバイダとし 
て 、 BROBA ( http :// www . broba . cc /) の「ポータルプラン」が挙げられます。 
BR 0 BA は通常のインターネット経由でも利巧できますが、1つのセッション 
を専有して利历することでより高品質のコンテンツを利用することが可能です。 

利用方法は、基本的にメインセッションはプロバイダ接続用で利用し、 
BROBA はサブセッションで利用します。 

MN 7320 のエ攝出荷時の状態でサブセッション3に BROBA 接続用の設定が 
プリセツ ト されているので、な下の簡単な手順で BROBA に1 つの セッション 
を専有して割り当てることができます。 


F 記手順の中で再起動を要求されたときは画面の指示に従って再起觀してくだ 
さし、。 

1おまかせ設定を利用してフレッツ - ADSL に接続するための設定をします。 

※インターネットおまかせ設定ガイド、付属のマニュアル「第4章設定しよう」 
を参照 

〇 メニューフレームより[詳細設定]をクリックして詳細設定画面を表示します。 


〇 「 N 0.1 omakase - FLETS 」 の行の[編集する ] をクリックします。 
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メニューフレームより[接続先設定]をクリックします。 


接結先設定 


宜 


PPP over E 化が n がを巧巧してし、る巧を、巧数の巧掃先と同巧に巧倚することびできます。 

巧巧の巧 f 言には巧病先1 W インむッシヨン)ぞほ巧し、おちした特ちの美件に一巧した巧合の 
み化の巧続ホ(サブわッシ3ン)をほ用します。 

括椅ホ。設定を変をまたは刖除するには、垂号ぞクリックしてください。 

巧轿ホをお加するには、空欄の吞ちをクリックしてください。 



jr [ No . 4 (サブセッション 3) BROBA ] をクリックします。 

6 「ユーザの」で " user - id @ broba . cc " の " user - id " の部分を BROBA から割り 
当てられた「会員 ID 」 に書き替えます。 
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ry 「パスワード」と「パスワードの確認入力」の欄に BROBA から割り当てられた 
# パスワードを人力します。 

S rPPP 自動接続」で[常にする]または[必要時にする]にチェックします。[必要 
時にする1にチェックした攝合はに PP 自動切断までの時間（分）]を人力します。 

Q 必要に応じてサブセッション接続ルールを編集します。 
ri [設定]をクリックします。 


n Web ブラウザのアドレスに http :// www . broba . cc / を入力してから「会員の方の 
ログイン」からログインしてコンテンツを利用してください。高品質メニューを 
利用できれば、確立されたサブセッション経由でデータがやり取りされています。 


接镜先設定 


No . 4 (ヴブたッシヨンの 

巧撤的が本医 R 0 BA 


PPP 巧 i 正ブロトコ J レ I ホ目手をにあわせるイ I 


ユ—ヴ'の | user ~ id @ broba.cc 

I 

バスワード I . 

I 

バスヮ-ドの垣!忍入力 ！•••••••• 

I 

PPP 自助巧席 ® 巧にする 


〇ぶ逼间こする 一 PPP 自れ。がまでの巧聞|〇 

コ巧 

〇しない 


PPP 掉樹夫ぉ監巧 I 巧。ないイ I 


PPPoE 枯情サ—ビスる I I 


PPPoE 诘椅サ—バを I I 


IP ァドレス記ミ方;.去 ©PPP 耽早 


Oip ァドレス脱 IP ァドレス/マスク長 I 

口 

DNS サーバアドレス I I 



た化ッシ3ン挥椅ル—ル 

UTF のすベての实件 I こ一巧した巧さのみこの巧病モぞほ巧します々 

<ホストるとさ信が P アドレスを面方お定した巧合は、どちらか一方■とその化の妄件び一巧した巧さにこの括爲ホぞほ用します。） 

ホストる [ broba.cc ] 

掛就 IP ァドレス I ] 

まなよ! ] 

まな ] 

S た 13[ ] 

这ち元 IP ァドレス I ] 

がこは [ ] 

また13[ ] 

まお3[ ] 
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令メモ * サブ セッション 接続ルールについては、本追加機能説明書 
「 1-4. MN 7320 の PPPoE マルチ セツシヨン 仕様」の「(2)サブ セツシヨ 
ン接続ルールの人力規則」を参照してください。 

* サブ セツ ションの接続状態は、設定画面のメニューフレーム [ 機器状 
態-ログ]で權認できます。 

本 ブロー パの設定- サービス に関するお問い合わせは下記へご連絡く 
ださい。 


< BROBA コンタクトセンター〉 
フリーダイヤル： 0120-268250 

< BROBA ホームページ> 
http :// www . broba . cc / 
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(3) フレッツ■グループアクセス■プロを利用する 

フ レッツ. グループアクセスは、フ レッツ - ADSL を利用して低コストでプラ 
イベートネ ッ トワークが構築できるサービスです。フ レッツ- ダループアクセ 
ス のサー ビスメニューには最大10拠点で利用可能なフ レッツ. ダループアク 
セスライトと、最大30拠点で利用可能なフ レッツ- グループアクセスプロ 
の 2つがありますが（平成1日年3月現な)、ルータを利用してフ レッツ •グルー 
プアクセスを利用する攝合は、 LAN 型払い出し方式が利巧できるフ レッッ •グ 
ループアクセスプロを利用するケースが多いと思います。 

ここでは、メインセッションはプロバイダ接続用、サブセッションでフレッツ’ 
ダループアクセスプロ （ LAN 型妃い出し）を利用するいくつかのシーンを想 
定してな下に設定例を説明します。 


サブセッションの蘭作モードは、メインセッションで設定した 
動作モードと同じ重力作モードになります。 

メイン セッション： NAT ルータ ーサブ セッション： NAT ルータ 
メイン セッション： IP ルータ ーサブ セッション： IP ルータ 


設定例はな下の環境を想定して説明します。 

♦フレッツ - ADSL でインターネットに接続する。 

♦フレッツ. グループ アクセスプロを利用して3拠点でプライベートネット 
ワークを構築する。 


拠点1(自分の拠点） 

IP アドレス：192.16 8.1 日.*、サブネットマスク： 25日.2日日.25日.0で構築 
192.168 .10.1 : ルー タ 

192.168 .10.2 —192.168 .10.5 :フレッツ.ダループアクセス端末 
拠点2 

IP アドレス：1日2.168 .2 日.*、サブネットマスク： 2日 5.25 日.2日日.日で構築 
192.168 .20.1 : ルータ 

192.168 .20.2 〜192.16 8.2 日.3 :フレッツ-ダループアクセス端末 
拠点3 

IP アドレス：192.168 .30 .本、サブネットマスク： 2日 5.25 日.25日.0で構築 
192.168 .30.1 : ルータ 

192.168 .30.2 〜192.168 .30.3 :フレッツ-ダループアクセス端末 


每メモ フレッツ.ダループアクセスに関しては、な下のホームページを参照 
するか、 NTT ま日本、 NTT 西日本にお問い合わせください。 

NTT ま日本ホームぺー ジ http :// www . n な- east . co . jp / flets / 

NTT 西日本ホームぺージ h _ ttp :// www . ntt ;- west . co .; jp / flets / 
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< Case 1 > 


♦ ^ インセッション：プロバイダ（可変 IP アドレスメニュー）で利用 
♦サブセッション：フレッツ-ダループアクセスプロを利用 
♦フレッツ-グループアクセス端末はインターネットも利用 

1おまかせ設定を利用してフレッツ - ADSL に接続するための設定をします。 

※インターネットおまかせ設定ガイド、付属のマニュアル「第4章設定しよう」 
を参照 

ぐ）^ニューフレームより [ 詳細設定 ] をクリックして詳細設定画面を表示します。 
OrNo.l omakase - FLETS 」 の行の[編集する]をクリックします。 

4^ニュ-フレームで [ LAN 側 IP 設定]をクリックしてな下を設定します。 

① 「 LAN 側 IP アドレス/マスク長」で [192.168.10.1/24] を入力します。 

感 「 DHCP サーバ」で[使用する]を選択します。 

③「割り当て先頭 IP アドレス」で [1 目2.168 .10.2] を入力します。 

感割り当て IP アドレス個数を任意で入力します。 

⑤ [設定]をクリックします。 

⑥ 「設定変更後の機器の再起動」画面が表示されます。 

③[再起動]をクリックし、 MN 7320 を再起動します。 

感 LAN 内の IP アドレスが変わりますので、 MN 7320 に接続されている 
全てのパソコンを再起動します。 


LAN 備 P 設定 


LANMP アドレス/マスク長 [192.168.10.1]/ I 24 I 
LANfBijProxyARP ^^1しない 

LAN け帆 P 訪定 17レーティング'话師の送封言を巧わない V 


DHCP サーバ 
害リリ当てモ就 P アドレス 
害リリ当て IP アドレス個な 
リ—ス時間 


向巧する过 I 

日92.168 .10.2 I 

[&_ I (1-256) 

居0 I が (1-1440) 


配送ヴ-卜な！:イアドレス@ LAN 刚 IP アドレス 

〇 IP アドレスちちI_ I 

配さ DNS サーバ'アドレス@白か CIP over ATM 巧巧 B うはおな) 

〇 IP アドレス?旨ミブライマリ [ _ 

t カンダリ [ _ 


〇配さしない 

画 


5 WWW ブラウザに MN 7320 の新しい IP アドレス「192.168.10.1」を入力します。 
「ユーザ名： user 」、 「パスワード： user 」 を人力して設定画面を開きます。 
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6 メニューフレームから「詳細設定」一 「 No.l omakase - Flets 」 の行の「編集する」 
をクリックします。 


メニューフレームから「接続巧設定」をクリックしてな下を設定します。 

① [ No . 日（サブセッション 4)] をクリックします。 

感 「接続巧の名称」に任意の文字列 m : GA - Pro ) を入力します。 

③ 「ユーザ ID 」 にフレッツ-グループアクセスプロで割り驾てられたユーザ 

ID を入力します。 

④ 「パスワード」と「パスワードの確認入力」にフレッツ•グループアクセス 
プロで割り当てられたパスワードを入力します。 

⑤ 「 PPP 自動接続」で[常にする]、または[必要時にする]にチェックします。 
[必要時にする]にチェックした塌合は 「 PPP 自動切断までの時間（分)」を 
人力します。 

⑥ サブセッション接続ルールの「送信巧 IP アドレス」で他の拠点の IP アドレ 
スを入力します。 

(ここでは 192.16 8.2 日. 1-192.1 目 8.2 日. 3と192.1 日 8.3 日. 1-1 目 2.168 .3 日. 3を入力します） 

⑦ [設定]をクリックします。 

⑧ 「一機器の再起動画面へ」をクリックし、「機器の再起斬」画面で[再起動] 
をクリックし、 MN 732 日を再起動します。 

感 MN 7320 の再起動が完了したら [ 再表示 ] をクリックします。 

接結先證定 


化. 4サブ12ッシヨン 3) 

括括巧のを巧 I 日 A-Pro I 

PPP 弦!正ブロトコル[^丰先にあむ廿るイI 

ユ—巧 D iuser-id@domain.gapro.flet$ 

バス。-ド 

バスワードの《巧入力 [••••••• 


PPP 自巧巧巧 ©带こする 

〇ぶ里巧にする 一 PPP 自れ切时までの均商!^_ I 好 

OUs し、 

PPP 巧窃巧お臣巧 I 巧わない4 


PPPoE 巧商サービスる1 1 


PPPoE 巧扬ヴーバる1 ] 


1P ァドレス設定で;ち ©PPP 巧巧 


〇护アドレス巧ち IP アドレススクち1 

コロ 

DNS ヴ-バアドレス1 1 



プブむッシ3ン巧巧ルール 


ホストる [ 

掛言巧 IP アドレス 1192.1 68.20.1-192.168.20.3 

またはを 2.168.30.1-192.1 68.303 
または] 


8 メニューフレームから「詳細設定」一 「 No.l omakase - Flets 」 の行の「編集する」 
をクリックします。 


メニューフレームから 「 NAT アドレス変換」をクリックしてた(下を設定します。 







































①「 N 0.1」をクリックします。 

感「優先度」に「1」を入力します。 

③「接続先の名称」一「接続先 5( GA - Pro )」 を選おします。 

感 「 LAN 側 IP アドレス」一「192.168.1日.2」 

⑤ 「 ADSL 側 IP アドレス」で 「 IP アドレス指定」一「1日2.168 .1 日.2」を人力します。 

⑥ 「プロトコル」一 r 全プロトコル（占有）」を選択します。 

③「設定」ボタンをクリックします。 

感「 N 0.2」をクリックします。 

⑨ 「優先度」に「2」を入力します。 

通）「接続巧の名称」一「接続先 5( GA - Pro )」 を選択します。 

⑩ 「 LAN 側 IP アドレス」一「1犯.168.1日.3」 

返） 「 ADSL 側 IP アドレス」で 「 IP アドレス指定」一「1日2.168 .1 日.3」を人力します。 
婚）「プロトコル」一 r 全プロトコル（占有）」を選択します。 

@「設定」ボタンをクリックします。 

狼)上記の手順でフレッツ-グループアクセスを利用したいパソコンの IP アド 
レスをすべて登録します。（最大32個まで登録できます。） 

NAT アドレスを換設定 


No. 4 

垣先度 H _ ] の:话巧しない） 

括倚巧のるか r 掉椅巧5ね A-Pm)~ v| 

LAW 刖 IP ァドレス [192.168.10.5 ] 

ADSL 測 IP アドレス〇白がの ADSL 巧帅アドレス 

© IP アドレス指ち 1192.168.105 1 
ブロトコル [J: ブロトコルは車）イ] 

ポートを号 [ _ I ((房小巧-哀ホ化)のま巧で入力） 


No. 

S 巧 S 

巧 €モのを 巧 

LANflHP ア F レス ADSLiBP ア F レス 

ブ〇トコル 宋ート ，ち 

1 

1 

巧なホ5の A-Prn) 

192.1 68.102 

け？16810ク 

そづ□卜 -1 リバよを） — 

2 

1 

巧おキ5 (GA-Pro) 

1の.168.103 

192168103 

々■づ□卜パよち） 

3 

3 

巧巧ホ5の A-Pro) 

192.168 .10.4 

192168.10.4 

そづ□卜っ )1 パよち） — 

4 

4 

巧なホ5ぬ A-Pro) 

192.168.10 5 

192168.10 5 

そづ□トコリバよち〉 

5 


■ これで設定は完了です。 

Ping コマンドなどを利用して通信テストを実施してください。 

令メモ 本その他必要に応じてマニュアルを参照して設定してください。 

* その他の拠点から MN 732 日の設定画面にアクセスするためにはメ 
ニューフレームの 「アクセス制限」で「接続先* (接続巧の名称） 
を禁止する」（この例では「接続先日 ( GA - Pro ) 側からのアクセス 
を禁止する」と表示されます。）のチェックをはずして[設定]して 
ください。 

* サブセッシヨン接続ルールについては、本追加機能説明書 
「 1-4. MN 732 日の PPPoE マルチセッシヨン仕様」の「(2)サブセッシヨ 
ン接続ルールの人力規則」を参照してください。 

* サブセッシヨンの接続状態は、設定画面のメニューフレーム [ 機器状 
態-ログ]で確認できます。 
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< Case 2 > 


「動作モード」で [ マルチ GapNAT ] を選がします。 

「ダローバル IP アドレス割り当て数」で[到を選択します。 

「ルータ用ダローバル IP アドレス」に MN 7320 に割り当てる ダロー バル 
IP アドレス（ここでは100.10日.100 .1) を人力します。 

「プライべート IP ホストで外部との通信を」で[行う]を選択します。 
「 LAN 内のグローバル IP アドレス-プライベート間通信を」で[行う]を 
選おします。 

[設定]をクリックします。 

「設定変更後の機器の再起動」画面が表示されます。 

[再起動]をクリックし、 MN 7320 を再起動します。 

MN 7320 の再起動が完了したら[再表示]をクリックします。 


動作モード設定 


か f 卞モード[マルチ GapNAT v | 


ヴ□一 J むレ IP ァドレス割り当て紗 [8 

ルータ用ヴロ V ル IP アドレス 1200.10 0.1 日 0.1— ~ I 

ブライペート IP ホストでかがとの谢言ぞ 31 

LAN 内のグローバル-ブライベート閣通言を 31 




♦ メインセッション：プロバイダ（複数固定 IP アドレス8個のメニュ ー） を 
マルチ GapNAT モードで利用 

♦サブセッション：フレッツ.ダループアクセスプロを利用 
♦フレッツ-ダループアクセス端末はインターネットも利用 
♦フレッツ.グループアクセス端末（プライベート IP アドレス端末）とマル 
チ GapNAT 端末間の通信を許可 
♦マルチ GapNAT 端末はダローバル IP アドレスを固定設定 
♦フレッツ.グループアクセス端未は DHCP で自拠点用プライベート IP ア 
ドレスを割り当て 

1おまかせ設定を利用してフレッツ . ADSL に接続するための設定をします。 

※インターネットおまかせ設定ガイド、付属のマニュアル r 第4章設定しよう」 
を参照 

9メニュ-フレームより[詳細設定]をクリックして詳細設定画面を表示します。 


OrNo.l omakase - FLETS 」 の巧の[編集する]をクリックします。 

A メニューフレームで[動作モード設定]をクリックしてむ下を設定します。 


①②⑤④⑤⑥⑦⑧⑨ 
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5 メニューフレームから「詳細設定」一 「 No.l omakase - Flets 」 の行の「編集する」 
をクリックします。 

f メニューフレームで [ LAN 側 IP 設定]をクリックしてが下を設定します。 

① 「 LAN 側 IP アドレス/マスク長」で [192.168.10.1/24] を入力します。 

CD 「 DHCP サーバ」で[使巧する]を選おします。 

感「割り当て先頭 IP アドレス」で [192.168.10.2] を入力します。 

④割り当て IP アドレス個数を任意で入力します。 

⑤[設定]をクリックします。 

感「設定変更後の機器の再起動」画面が表示されます。 

感 [再起動]をクリックし、 MN 732 日を再起動します。 

感 LAN 内の IP アドレスが変わりますので、 MN 7320 に接続されている 
全ての パソコン を再起動します。 

LAN 備樹定 


LArJf 目 i|IP アドレス/マスク長 h 92.168.10.1 I / [24 I 


DHCP サーバ 
害1|り当て先頭 IP アドレス 
割り当て IP アドレス砸数 
リース時間 


[ほ用す5 过I 
目92.168 .10.2 ] 

医 I (1-256) 

区0 I が (1-1440) 


配をヴートウェイアドレス@ LANf 邮 P アドレス 


〇 IP アドレス指定 [ 


配を DNS サーパアドレス@自巧 ap over ATM ほ巧 B 寺はおか) 

〇 IP ァドレス;旨ちブラィマリ I_ 

セカンダリ [ _ 

〇配诘しない 

國 


7 WWW ブラウザに MN 7320 の新しい IP アドレス「192.168.10.1」を入力します。 
「ユーザ名： user 」、 「パスワード： user 」 を人力して設定画面を開きます。 

8 メニューフレームから「詳細設定」一 rNo.l omakase - FletsJ の行の「編集する」 
をクリックします。 

ニューフレームで[接続先設定]をクリックしてな下を設定します。 

@[ N 0.5 (サブセッション 4) ] をクリックします。 

( D 「接続巧の名称」に任意の文字列 m : GA - Pro ) を人力します。 

感「ユーザ ID 」 にフレッツ.ダループアクセスプロで割り当てられたユーザ 
ID を入力します。 

感「パスワード」と「パスワードの確認人力」にフレッツ•ダループアクセス 
プロで割り当てられたパスワードを入力します。 

⑤ 「 PPP 自動接続」で[常にする]、または[必要時にする]にチェックします。 
[必要時にずる]にチェックした攝合は [ PPP 自動切断までの時間（分）]を 
人力します。 
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⑥ 「サブセッション接続ルールの「送信先 IP アドレス」で他の拠点の IP アド 
レスを入力します。 

(ここでは192.168 .20.1-1 目2.168 .20.3 と192.16 8.3 日. 1-1 目2.168 .30.3 を入力 
します） 

⑦ [設定]をクリックします。 

⑨「一機器の再起動画面へ」をクリックし、「機器の再起重力」画面で[再起動] 
をクリックし、 MN 7320を再起醜します。 

感 MN 7320 の再起動が完了したら [ 再表示 ] をクリックします。 


接镜先鼓を 


No. 4けブた ッシヨン 3) 

巧货巧の毛!巧 [OA-Pro 


PPP 藍託ブロトコル[巧キホに巧わサる v’l 

ユ—ヴの lus8r-id@domain.eapro.flets 

バスヮード ト.••… 

バスワードのち巧入力 [•■••••■ 


PPP 自め巧简 @巧にする 

〇お罢呀こする 一 PPP 自か切がまでの!弓巧 [0 _Iか 

〇し獻 

PPP 巧席！も離視I巧わない v3| 


PPPoE 巧病，-ビスを [ 
PPPoE 巧病ヴーバを [ 


IP アドレス I 巧方;'ち ®PPP 肪•寻 

OlP ァドレス巧ミ IP ァドレス/マスク長 I M I 

〇版ヴ -い ■アドレスI ] 


サブ 它ッシヨ ン巧爲ルール 


(本ストるとをほ先 IP アドレスを巧で§ちし合は、どち6か一でとその化の去(牛か一巧した巧合Iここの括席ホをほ用します。） 


本スト: S I ] 

掛言がドアドレス 1192.168 .20.1-192.168.20.3 ] 

または!^92.168.加. 1-192.1 6日.30.3 I 

がこは [ I 

10 メニュ—フレ—ムから「詳細設定」— 「 No.l omakase - Flets 」 の行の「編集する」 
丄 U をクリックします。 

n メニューフレームから 「 GapNAT 通過 - NAT アドレス変換」をクリックしてな 
ドを設定します。 

①「 N0.1 」 をクリックします。 

感「優先度」に「1」を入力します。 

③「接続巧の名称」一「接続巧日 ( GA - Pro )」 を選択します。 

感 「 LAN 側 IP アドレス」一「192.168.1日.2」 

⑤ 「 ADSL 側 IP アドレス」で riP アドレス指定」一「1日2.168.10.2」を入力します。 
⑧「プロトコル」一「全プロトコル（占有）」を選択します。 

⑦「設定」ボタンをクリックします。 

⑧「 N 0.2」をクリックします。 

⑨「優先度」に 「 2 」 を入力します。 

題）「接続先の名称」一「接続先日 ( GA - Pro )」 を選択します。 
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⑩ 「 LAN 側 IP アドレス」一「192.168.1日.3」 

©「 ADSL 側 IP アドレス」で riP アドレス指定」一 ri 日2.168.10.3」を入力します。 
婚）「プロトコル」一 r 全プロトコル（占有）」を選択します。 

@「設定」ボタンをクリックします。 

狼)上記の手順でフレッツ-グループアクセスを利用したいパソコンの IP アド 
レスをすべて登録します。（最大32個まで登録できます。） 

频また GapNAT 端末（ダローバル IP アドレス端末）を NAT アドレス変換に 
設定すればインターネット、フレッツ-ダループアクセス両方の利用が可能 
になります。 

GapNAT 通過 ’NAT アドレス変換設定_心虹 呂 


No. 1 

语先度 [ i __ I の:巧巧しない） 

巧简巧のを巧 I 括简ホ日ぬ A - Pro ) ゴ I 

け N 巧邮アドレス 1192.168 .10.2 1 ( 拍掃おで ADSLf 州と同じ IP アドレスを巧ちする巧合は空白) 

ADSL 刪 P アドレス〇自分の ADSLf 圳 IP アドレス 

0 IP アドレス指ち 1192.け8.10 .2 1 
ブロトコル I をプロトコルは梓イ 1 

ボート巧号 1_ ] ((を小植-鼠大恼)のま巧で入力） 

NoTfi ホほ巧ちおのあを LANiDP アドレス ADSLMP アト-レス づ日トコル ボート#そ 

て L 巧結#5ぬ A-Pro) 192.168.102 192.168.10 .2 そブ□トコん（よち) — 


夕 

ク 

巧.待キ F； の A-Prn) 


192.168 .10.3 をブロトコ J レけち） 

3 

3 

巧席ホ日の A-Pro) 

192.168104 

19216810 4 

夕づ□卜 -ilU よち） 

生 

4 

巧巧单5わ A-Prn) 

100.100.1002 

192.168 .10.5 

をづ□卜 -HI パよを） 


5 

■ これで設定は完了です。 

Ping コマン ドなどを利用して通信テストを実施してください。 

备メモ 本マルチ GapNAT での設定方法については、付属のマニュアル「8-4 

マルチ GapNAT の設定」を併せて参照してください。 

* サブセッション接続ルールの送信元 IP アドレスに自拠点のフレッツ- 
グループアクセス端ホのプライベート IP アドレスを設定すると、 メ 
インセッション経由でインターネットへの接続はできなくなります。 

本その他必要に応じてマニュアルを参照して設定してください。 

* その他の拠点から MN 732 日の設定画面にアクセスするためにはメ 
ニューフレームの 「アクセス制限」で「接続先* (接続先の名称） 
を禁止する」（この例では「接続先日 ( GA - Pro ) 側からのアクセス 
を禁止する」と表示されます。）のチェックをはずして[設定]して 
ください。 

本サブセッション接続ルールについては、本追加機能説明書 
「 1-4. MN 732 日の PPPoE マルチセッション仕様」の「但）サブセッショ 
ン接続ルールの人力規則」を参照してください。 

* サブ セッ ションの接続が態は、設定画面のメニューフレーム [ 機器状 
態-ロダ]で確認できます。 
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「設定変更後の機器の再起動」画面が表示されます。 

[再起動]をクリックし、 MN 7320 を再起動します。 

MN 7320 の再起動が完了したら[再表示]をクリックします。 

動作モード設定 


か巧モードをルータ 


麼ミ1 


5 メニューフレームから「詳細設定」一 iNo.l omakase - FletsJ の斤の「編集する」 
をクリックします。 

6 メニューフレームで [ LAN 側 IP 設定]をクリックしてな下を設定します。 

① 「 LAN 側 IP アドレス/マスク長」で MN 7320に割り当てるダローバル IP 
アドレスとマスク長（ここでは100.100.10日.1/2目）を入力します。 

② 「 DHCP サーバ」で[使用する]を選択します。 


< Case 3 > 


♦ メインセッション：プロバイダ（複数固定 IP アドレス8個のメニュー）を 
IP ルータモードで利用 

♦サブセッション：フレッツ.ダループアクセスプロを利用 

♦フ レッツ. ダル—プアクセス端末で インターネッ トは利用しない 

♦フレッツ•グループアクセス端末（プライべート IP アドレス端未）とグロー 
バル IP アドレス端末間の通信はしない 

♦ DHCP でグローバル IP アドレスを割り当て 

♦フレッツ.グループアクセス端ホは固定で自拠点用プライべート IP アドレ 
スを設定 

令メモ プロバイダはメインセッションで IP ルータモードを利用して設定 

し、サブセッションでフレッツ-ダループアクセスを利用した攝合、 
フ レッツ. ダループアクセス端末からメインセッション経由でイン 
夕ーネット接続はできません。また、フレッツ•グループアクセス 
端末（プライべート IP アドレス端末）とグローバル IP アドレス端 
末間の通信もできません。これらは、 Case 2の例で説明しているマ 
ルチ GapNAT モードを利用すれば実現できます。 

おまかせ設定を利用してフレッツ - ADSL に接続するための設定をします。 

※インターネットおまかせ設定ガイド、付属のマニュアル「第4章設定しよう」 
を参照 


2 


メニューフレームより [ 詳細設定 ] をクリックして詳細設定画面を表示します。 


3 


「 N 0.1 omakase - FLETSj の行の[編集する]をクリックします。 


4 


メニユーフレームで[動作モード設定]をクリックし「動作モード」で怔ルータ] 
を選択して[設定]をクリックします。 


①③③ 


20 









「割り当て先頭 IP アドレス」で端末に割り当てる先頭のグローバル IP アド 
レス（ここでは100.10日.100 .2) を入力します。 

割り当て IP アドレス個数を入力します。（固定 IP アドレス8個のメニュー 
の場合は最大5個） 

[設定]をクリックします。 

「設定変更後の機器の再起動」画面が表示されます。 

[再起動]をクリックし、 MN 7320を再起動します。 

LAN 内の IP アドレスが変わりますので、 MN 7320 に接続されている 
全てのパソコンを再起動します。 


LAN 側 IP 設定 


LAN 側 IP アドレス/マスク 長 h 00.100.100.1 I /[29 ] 
LANflliProxyARP [ ほ巧しない vj ] 

LAN 側 阿 P 試ち D レー手 石為‘1 ま 抓のを 受信を 打わも: U — V 


DHCP サ-バ 

割 LJ 当てホ即 IP アドレス [100.100.100.2 ~I 
割り当て IP ァドレス個賴 fs I (1-256) 

リース時間 [60 ]ぉ (1-1440) 

配送ヴ—トゥェィァドレス© LAN 娜 P ァドレス 

〇护アドレス;旨ミ [ _ ] 

配送 DNS サーパアドレス ® 自か ap over ATM ほ吊時はおか) 

〇 IP アドレス巧定ブライ 7U E _ 

たヵンタリ [ _ 

〇配送しむい 

[WW] 


7 WWW ブラウザに MN 7320 の新しい IP アドレス「100.100.100.1」を入力します。 
「ユーザ名： user 」、 「パスワード： user 」 を入力して設定画面を開きます。 

8 メニューフレームから「詳細殼定」一 rNo.l omakase - FletsJ の行の「編集する」 
をクリックします。 

ニューフレームで[接続先設定]をクリックしてな下を設定します。 

@[ N 0.5 (サブセッション 4) ] をクリックします。 

CD 「接続巧の名称」に任意の文字列 m : GA - Pro ) を入力します。 

③「ユーザ ID 」 にフレッツ-グループアクセスプロで割り当てられたユーザ 
ID を入力します。 

④「パスワード」と「パスワードの確認人力」にフレッツ•ダループアクセス 
プロで割り当てられたパスワードを入力します。 

⑤ rppp 自動接続」で[常にする]、または[ぶ、要時にする]にチェックします。 
[必要時にする]にチェックした攝合はに PP 自動切断までの時間（分）]を 
人力します。 

© IP アドレス設定方法で [ Unnumbered ] にチェックし、 LAN 測に追加する 
IP アドレスとマスク長を入力します。（ここでは192.168 .10.1/24) 

⑦サブセッション接続ルールの「送信巧 IP アドレス」で他の拠点の IP アドレ 
ス（ここでは192.168 .20.1-192.168.20.3 と192.168 .30.1-192.168.30.3 を入 


③④ ⑥⑦⑨⑨ 
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力します） 

感[設定]をクリックします。 

感「一機器の再起動画面へ」をクリックし、「磯器の再起動」画面で[再起動] 
をクリックし、 MN 732 日を再起蘭します。 

⑩ MN 7320の再起動が完了したら[再表示]をクリックします。 


接镜先設定 


No . 4 (ヴブ t ツシ ヨン 3) 

巧院先の名和軒 - 


PPP 巧訝ブロトコル！巧手先にあわせるイ 

ユ—ヴ ID [ user - id@do main . capro.f lets 

バスワード ！•••••••• 

バスワードの®記入力 [•. 


PPP 自れ巧巧 ©巧にする 

〇也取寺にする 一 PPP 自め切がまでの時間1〇_ ] が 

〇しない 

PPP 投汤巧おお没 I 巧わないイ J 


PPPoE 巧窃，—ビスる [ 
PPPoE 掉病ヴ—バる [ 


IP アドレス設定でま Oppp 恥さ 

OlP ァドレス摘 IP ァドレん/マスク長 |192. 168.10.1 1イ24 I 

©Unnumbered 扣アドレス!旨蔚寺はみ〇5リ恥 UnnumberedB 寺は LAN 化にち加する IP アドレスを入力） 

DNS サー バアドレス [ I 


ヴプ tZ ツシヨン巧続ルール 

tTF のすべてのを件こ一巧した巧さのみこの巧爲巧をほ用します。 

(本スト毛と掛說 IF ■アドレス姉方巧ました巧をは、どちらか—方とその化のを件び—をした巧を I ここの巧镜巧ぞほ用します々） 


ホストる I 

掛 i 巧肝アドレス [192.168.20.1-192.168.20.3 

または [192.166.30.1 -192.1 68,30 .3 
ま？■こは I 

または I ' 

さ f 言元 IP アドレス [ 

または I ' 


フレッツ.グループ アクセス端末の設定をする。 

(ここでは拠点の IP アドレスが「192.168.10.1/24」の塌合の設定です。） 

①フレッツ.ダループアクセスを利用する端末は、パソコンの TCP / IP 設定に 
フレッツ•グループアクセス拠点用 IP アドレス等を設定するぶ、要があります。 
感 TCP / IP の設定を開きます。 

③ IP アドレス：「192.168.10.2」 

感サブネットマスク：「255.25日.2日 5. 日」 

⑤ デフオルトゲートウてイ：「192.168.10.1」 

⑥ DNS サー パ：「192.168.10.1」 

※複数のパソコンを設定するときは感の IP アドレスをサブネットマスクの 
範囲で変更してください。 
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令メモ * IP ルータモードでの設定方法については、付属のマニュアル「4-4 
固定のグローバル IP アドレスを利用する」の 「 ILAN 側のパソコ 
ンにグローバル IP アドレスを直接割り当てる塌合 （ IP ルータとし 
て利用）」を併せて参照してください。 

本その他必要に応じてマニュアルを参照して設定してください。 

本その他の拠点から MN 732 日の設定画面にアクセスするためには方 
ニューフレームの「アクセス制限」で「接続先* (接続先の名称） 
を禁止する」（この例では「接続先日 （ GA - Pro ) 側からのアクセス 
を禁止する」と表示されます。）のチェックをはずして[設定]して 
ください。 

本サブセッション接続ルールについては、本追加機能説明書 
「 1-4. MN 732 日の PPPoE マルチセツション仕様」の「(2)サブセツショ 
ン接続ルールの入力規則」を参照してください。 

本サブセッションの接続状態は、設定画面のメニューフレーム[機器状 
態-ログ]で確認できます。 
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(4) サブセッションの確立を確認する 

MN 7320 前面の状態表示ランプはメインセッションの状態のみを表示しますの 
で、サブセッションの接続が權立したかどうかは設定画面からのみ確認できます。 
な下の手順でサブセツシヨンの接続状態を確認します。 


j 詳細設定画面のメニューフレームから[磯器状態-ロダ]をクリックします。 

2 「接続先設定」で設定した設定番号ごとに「接続先* (接続先の名称)」が表示さ 
れます。 

傑お状態•ログ 


樣器が態情報 


PPPoE のがお 

解続モ 1 0SPD] お立 （ AC ホ rasa02h 巨 in なの 4) 

解続先 2(FletsSquare East)] 括立 (AC=brasa02hginza014) 
胳続先 3(FletsSquare West)] f 亭ムや 
[ 掉爲先 4(BR0BA)] お立 (AC=brasa02heinza014) 

PPP のがお 

胳おが OSPI)] 確立 


ADSL IP 一 •aUB 
Peer IP •—*，*■•»• 

DNS Server ク ， tSM (Primary) 

ク • • SMB (Secondary) 

賊続先 2<FletsSquare East )] 巧な 


ADSL IP :172.26.174.1 扼 

Peer IP ： 172.26.35.150 

DNS Server ： 172.26.35.131 (Primary) 

： 172.26.35.132 (Secondary) 


瞄続ホ 3 く FletsSqu が e West)] f き it や 
[ 巧続先 4 の ROBA)] 悍止や 

ADSL 回徐がお 巧语中 U ： り的 2Kbps 下り 9600Kbps) 


LAN リンクげ態 


ハードウェアがお 


LAN1 100Mbps を二ま 
LAN2 巧止や 
LAN 3100 Mbps を二重 
LAN4 悟止や 
正巧 


※上記画面はフレッツ•スクウェア （ NTT 東日本エリア）をサブセッションで 
利用した場合の例です。 
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1-6 PPPOE で 1 つのプロバイダのみ利用する（サブセッションは利用しない) 

(1) 詳細設定で PPPDE を利用してインターネットに接続するための設定を行う 
(編集する）場合 


詳細設定画面の「接続巧設定」をクリックした場合の設定画面が変更されました。 
な下の手順を参照して設定してください。 

下記手順の中で再起動を要求されたときは画面の指示にしたがって再起動して 
ください。 

付属のマニュアル r 第6章詳細設定」を参照して詳細設定画面を表示します。 


Q 編集したい巧の[編集する]をクリックします。 


冷タモ 本おまかせ設定で r フレッツ . ADSL 」 または「その他 （ PPPoE -1)」 、「そ 
の他 （ PPPoE -2)」 を設定した攝合は、「 N 0.1 omakase -***」 の行 
の[編集する]をクリックします。 

本詳細設定画面から PPPoE の編集を巧う攝合は「 N 0.2 PPPoE 」 の 
行の[編集する]をクリックします。 


〇 メニューフレームより[接続先設定]をクリックします。 
A [ No . l (メインセッション） ] をクリックします。 


に付属のマニュアル「第6章 6-3 接続先設定」を参照して設定してください。 


每メモ 「接続光設定」(外の項目については付属のマニュアルを参照してく 

ださし、。 
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(2) PPP 認証プロトコル （PAP/CHAP) の固定設定を変更ずる場合 


付属の マニュアル またはインターネットおまかせ設定ガイド「5. PPP 認証プロ 
トコル （PAP/CHAP) の固定設定変更ち法」の手順が変更されました。 

下の手順を参照して設定してください。 


ド記手順の中で再起動を要求されたときは画面の指示にしたがって再起動して 
ください。 


手順 （1) 1 ‘ 


4を参照して接続先設定（メインセッション）画面を表示します。 


〇 「PPP 認証プロトコル」で [PAP] またはに HA 巧を選択して[設定]をクリックします。 
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行わない（初期値) 
1時間 
2時間 
4時間 
目時間 
12時間 
24時間 


UPnP NAT 情報の自動消去機能は、メニューフレームより LUPnP 設定 J をク 
リックするとメニューが表示されます。 


UPn 樹定 


ヘルブ 




UPnP ぞ 


1巧用する >乃1 


UPnP NATI まち‘階排の自助;'肖去を巧わない_ V ! 

0^ |1 B ミ問巧に巧う 1 


X UPnP ほ用•すほ巧の設ミを吏を 
5^$ががぞ「巧巧しなしリに I をミすると 


2時間なに巧う 
4時間巧に巧う 
6時間なに巧う 
12時間後に巧う 
24時聞後に巧う 


冀1!親冀严ます。 


UPnP のほ巧を許可する护アドレス 


上で ruPnP ぞほ用する」ぞ設ミした巧を、巧ミの护アドレスからのみ UPnP のほ用を i 午巧するよ 
うに試ちすることができます。 

IP アドレス巧つも設定していなし1時は、すぺての IP アドレスからの UPnP の使用げ巧能です。 
UPnP の读用を許可する IP アドレスー居 

Ho. IP7 ドレス 


1〇 


第2章 UPnP NAT 情報自動消去機能追加 


UPnP NAT 情報の自動消去機能を追加しました 。 UPnP NAT 情報が登録され 
た時剔から指定した時間を超えた際に UPnP NAT 情報を消去します 。 UPnP 
NAT 情報が使用中の攝合は、消去を行わずに期間の延長を行います。自動消去 
機能を使用した攝合 （ "行わない"む外に設定した場合）に、 MN 7320 の電源 
を切断したり、再起動を巧ったりすると、登録された UPnP NAT 情報は消去 
されます。設定は直ちに反映されます。 


指定できる期間は L 乂下の通りです。 


\/ Xu/ \1/ \>/ Xu/ 

1 2 3 4 5 6 7 
/|\ /|\ /|\ /|\ /|\ /|\ /|\ 
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第 3 章おまかせ設定に 「 TOHKnet」 を追加 


東北インテリジェント通信株式会社 ( TOHKnet ) の 12 M /8 M /1.5 M ADSL サー 
ビスに対応し、 おまかせ設定リストに 「 TOHKnet 」 を追加しました。 
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